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【 復 元 が 近 い 大 友 氏 館 の 庭 園 】

に

「
デ
ウ
ス
堂
跡

」
の
石
碑
が
立

っ
て
い
る

。
そ

　
大
友
氏
館
跡
か
ら
道
を
隔
て
た
西
側
の
住
宅
地

㊁
デ
ウ
ス
堂
跡
　
大
分
市
顕
徳
町
二
丁
目

園
の
復
元
が
楽
し
み
で

、
も
う
間
も
な
く
完
成
の

を
植
え
て
い
く
と
し
て
い
る

。
身
近
か
で
見
る
庭

当
時
の
池
か
ら
発
見
さ
れ
た
花
粉
を
も
と
に
植
物

　
　
　
　
　
牧
　
　
達
　
夫
　

（
理
事
長

）

観
光
の
一
つ
に
も
な
る
と
確
信
し
て
い
る

。

予
定
で
あ
り

、
こ
の
庭
園
が
オ
ー
プ
ン
と
な
れ
ば

大
友
氏
と
府
内
の
ま
ち
歴
史
散
歩
㊁

編　  集 溝部幸祐
園
で
あ
る

。

と
い
う
戦
国
時
代
で
日
本
最
大
級
の
池
を
持
つ
庭

り

、
東
西
六
七
メ
ー
ト
ル

、
南
北
三
〇
メ
ー
ト
ル

の
敷
地

）
全
体
の
約
七
分
の
一
の
敷
地
面
積
が
あ

　
庭
園
は
大
友
氏
館
跡

（
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
四
方

㊀
大
友
氏
館
跡

[

庭
園
の
復
元

]

　
ま
た

、
庭
園
は
東
半
分
と
西
半
分
で
異
な

っ
た

に
な

っ
た
と
い
わ
れ
る

。

に
さ
ら
に
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ

、
最
大
規
模

代
に
大
き
く
改
修
さ
れ

、
二
十じ

ゅ
う二

代
・
義
統

よ
し
む
ね

の
代

か
ら
二
〇
代
・
義
鑑

よ
し
あ
き

の
頃
に
造
ら
れ

、
宗
麟
の
時

　
庭
園
に
は
植
栽
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が

、

て
い
る
こ
と
か
ら

、
そ
の
対
策
と
し
て
安
倍
晋
三

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
全
国
に
拡
大
し

通
常
総
会
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
方
は
左
記
へ
連
絡
願
い
ま
す

。

　

「
通
常
総
会
資
料

」
を
送
り
ま
す
の
で

、
質
問

総
会
を
開
催
で
き
な
い
状
況
で
す

。

開
催
し
て
い
ま
し
た
が

、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

　
毎
年
５
月
に

、
大
友
氏
顕
彰
会
の
通
常
総
会
を
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ー
ル

」
に
て
お
願
い
し
ま
す

。

そ
の
他
　
質
問
・
意
見
は

「
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

　
　
　
　
ｐ
ｌ
ａ
ｌ
ａ

、
ｏ
ｒ

、
ｊ
ｐ

　
　
　
　
ｍ
ｉ
ｚ
ｏ
ｂ
ｅ
８
８
＠
ｐ
ｌ
ｕ
ｍ

、

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
７
ー

５
４
４
ー

２
２
８
３

　
　
　
　
大
分
市
古
国
府
７
ー

３

住
　
所
　
〒
８
７
０
ー

０
８
４
４

連
絡
先
　
溝
部
幸
祐
　
事
務
局
長

　
こ
の
庭
園
は
宗
麟
の
祖
父
十
九
代
当
主
・
義
長

よ
し
な
が

お

お

と

も

大

友

氏

顕

彰

会

だ

よ

り

第　４９　号

理事長 牧　達夫
と
で
あ
る

。

広
く
見
せ
た
穏
や
か
な
表
情
を
楽
し
め
る
と
の
こ

つ
く
り

、
西
側
は
石
を
あ
ま
り
使
わ
ず

、
水
面
を

ナ
ミ

ッ
ク
に
組
み
合
わ
せ
た
躍
動
感
あ
る
景
色
を

表
情
を
示
し
て
お
り

、
池
の
東
側
は
巨
石
を
ダ
イ

態
宣
言

」
を
発
令
し
ま
し
た

。

首
相
は
４
月
１
６
日

、
全
都
道
府
県
に

「
緊
急
事
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【
デ
ウ
ス
堂
跡

】

修
営
し
た
と
い
う

。

て
崇
敬
厚
く

、
大
友
宗
麟
・
義
統

よ
し
む
ね

父
子
も
社
殿
を

鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
勧
請
し
て
創
建
し
た
と
伝
え
ら

　
こ
の
若
宮
八
幡
社
は

、
大
友
氏
初
代
・
能
直

よ
し
な
お

が

が
佇
ん
で
い
る

。

架
が
あ
る

。
こ
れ
を
過
ぎ
た
右
手
に
若
宮
八
幡
社

わ
か
み
や
は
ち
ま
ん
し
ゃ

㊃
上
野
大
友
館
跡
　
　
　
大
分
市
上
野
丘

か
と
も
い
わ
れ
て
い
る

。

で
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い

と
の
伝
承
も
あ
り

、
そ
こ

野
大
友
館
で
あ
る

。

く
と

、
も
う
一
つ
の
大
友
館

（
跡

）
が
あ
る

。
上

　
若
宮
八
幡
社
か
ら
上
野
丘
の
丘
陵
に
上

っ
て
い

を
過
ぎ

、
さ
ら
に
も
う
少
し
行
く
と
久
大
線
の
高

　
デ
ウ
ス
堂
跡
か
ら
南
に
行

っ
て
日
豊
線
の
高
架

㊂
若
宮
八
幡
社
　
　
　
大
分
市
六
坊

る
手
水
鉢

ち
ょ
う
ず
ば
ち

が
あ
る

。
十
字
模
様
の
刻
ま
れ
た
水
鉢

 
こ
の
境
内
に

「
キ
リ
シ
タ
ン
水
盤

」
と
呼
ば
れ

れ
て
い
る

。
そ
の
由
来
か
ら
大
友
氏
の
氏
神
と
し【 若 宮 八 幡 社 】

幡
社
は
森
で
接
し
て
い
た

で

、
デ
ウ
ス
堂
と
若
宮
八

【
キ
リ
シ
タ
ン
水
盤
・
下

】

【 上 野 大 友 館 跡 】

の
横
に

、
説
明
版

（
大
分
市
教
育
委
員
会

）
が
あ
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慈
悲
の
聖
母

（
ノ

ッ
サ
・
セ
ニ

ョ
ー
ラ
ダ
・
ピ
エ

　
こ
れ
が
府
内
教
会

（
デ
ウ
ス
堂

）
で

、

「
わ
が

十
字
架
が
建
て
ら
れ
た

。

三

）
六
月

、
府
内
に
礼
拝
堂
が
建
立
さ
れ

、
高
い

る

。
そ
れ
に
よ
る
と

、
天
文
二
十
二
年

（
一
五
五

の
と
い
え
る

。

と
で
あ
る
が

、
宗
麟
と
の
約
束
が
果
た
さ
れ
た
も

　
ザ
ビ
エ
ル
が

、
豊
後
を
出
帆
し
て
一
年
半
の
こ

初
の
教
会
と
い
わ
れ
て
い
る

。

ダ
デ

）
教
会

」
と
呼
ば
れ
た

。
こ
れ
が
豊
後
で
最
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差
し
に

、
宗
麟
は
慈
父
の
よ
う
な
感
銘
を
受
け

、

　
ザ
ビ
エ
ル
の
厳
し
さ
の
中
に
温
か
み
の
あ
る
眼

た
の
で
あ
ろ
う
か

。

キ
リ
ス
ト
教
を
保
護
し

、
南
蛮
文
化
を
受
け
入
れ

・
ザ
ビ
エ
ル
像

」
「
育
児
院
と
牛
乳
の
記
念
碑

」

　
こ
れ
ら
の
記
念
像
・
碑
は
戦
後
の
大
分
市
の
復

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

。

の
文
化
を
今
に
伝
え
て
お
り

、
市
民
憩
い
の
場
と

が
次
々
と
立
ち
並
び

、
当
時

（
大
友
宗
麟
時
代

）

念
碑

」
等
々

、
大
分
の
先
進
性
を
伝
え
る
記
念
碑

「
西
洋
医
術
発
祥
記
念
像

」
「
西
洋
音
楽
発
祥
記

た
も
の
で
あ
る

。

南
蛮
文
化
顕
彰
の
た
め

、
私
費
を
投
じ
て
寄
贈
し

興
・
発
展
に
奔
走
し
た
元
大
分
市
長
・
上
田
保

う
え
だ
た
も
つ

が

の
城
館
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る

。
宗
麟
が
家
督
を
継

い
た
と
い
わ
れ

、
丘
陵
の
崖
地
を
利
用
し
た
守
り

人
神
父
が
バ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し

、
そ
の
前
で
日

美
歌
を
合
唱
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

。
像
は
外
国

生
ま
れ

、
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
で
日
本
で
初
め
て
讃

　
西
洋
音
楽
は
一
五
五
五
年

、
府
内
に
聖
歌
隊
が

本
人
三
人
の
着
物
姿
の
童
子
が
歌

っ
て
い
る

。

　
　
　

【
西
洋
音
楽
発
祥
記
念
碑

】

メ
ー
ト
ル
と
い
わ
れ
る
敷
地
は
全
て
住
宅
地
に
な

だ
け
で

、
東
西
一
一
〇
メ
ー
ト
ル

、
南
北
一
五
〇

「
西
山
城
大
友
屋
形
阯

」
の
石
碑
が
立

っ
て
い
る

　
こ
の
舞
台
の
館
は

、
今
は
南
側
の
土
塁
跡
に

、

さ
れ
て
い
る

。
だ
が
現
在
で
は

、
府
内
の
大
友
館

崩
れ
の
変

」
は

、
こ
こ
で
起
こ

っ
た
事
件
と
推
測

ぐ
き

っ
か
け
と
な
る
大
友
家
の
内
乱

「
大
友
二
階

❷
西
洋
音
楽
発
祥
記
念
碑

伸
び
両
側
に
車
道

）
の
緑
地
部
分
は

、
遊
歩
公
園

県
庁
前
か
ら
南
に
延
び
る
道
路

（
中
央
に
緑
地
が

㊄
遊
歩
公
園
　
　
　
大
分
市
府
内
町

は
十
字
架
が
し

っ
か
り
と
握
ら
れ
て
い
る

。

　
ザ
ビ
エ
ル
像
は
右
手
を
前
方
に
挙
げ

、
左
手
に

❶
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
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と
い
わ
れ

、
そ
の
公
園
の
中
に

「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
府
内
城
大
手
門
前
の
昭
和
通
り
を
隔
て

、
大
分

あ
ろ
う

。

蛮
船
の
姿
を

、
は

っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
で

　
こ
こ
は
府
内
大
友
館
を
築
く
前
に
居
城
と
し
て

て
い
る

。

隼
の

『
王
国
燃
ゆ

』
な
ど
の
舞
台
の
一
つ
と
な

っ

災
城

』
、
遠
藤
周
作
の

『
王
の
挽
歌

』
、
赤
瀬
川

　
こ
こ
上
野
大
友
館
は
作
家
・
白
石
一
郎
の

『
火

い
よ
う
で
あ
る

。

説
も
あ
り

、
ど
ち
ら
か
は

、
は

っ
き
り
し
て
い
な

　
当
時

、
こ
の
大
友
館
か
ら
別
府
湾
に
浮
か
ぶ
南

っ
て
い
る

。

【 フ ラ ン シ ス コ ・ ザ ビ エ ル 像 】
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の
膝ひ

ざ

に
手
を
か
け
た
ア
ル
メ
イ
ダ
が
助
手

（
日
本

診
療
台
の
上
で
両
足
を
出
し
て
座

っ
て
い
る
患
者

　
ア
ル
メ
イ
ダ
は
外
科
医
の
資
格
も
持

っ
て
い
た

。

❺
西
洋
医
術
発
祥
記
念
像

早
か

っ
た

。

る
と
思
わ
れ
る
病
棟
と

、
も
う
一
つ
は
ハ
ン
セ
病

あ
る

）
と
さ
れ

、
一
つ
は
負
傷
や
治
療
す
れ
ば
治

　
病
院
開
設
は
一
五
五
六
年

（
一
五
五
七
年
説
も

る

。

人
か

）
と
共
に
治
療
に
当
た

っ
て
い
る
銅
像
で
あ

そ
し
て
遊
ん
で
い
る
子
供
と
医
師
ア
ル
メ
イ
ダ
が

様
子

、
赤
ん
坊
に
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
て
い
る
女
性

、

　
銅
の
レ
リ
ー

フ
で

、
牛
の
乳
を
し
ぼ

っ
て
い
る

❹
育
児
院
と
牛
乳
の
記
念
碑

　
　
　

【
西
洋
医
術
発
祥
記
念
像

】

し

、
幼
児
の
養
育
に
努
め
た

。

大
友
宗
麟
の
許
可
を
得
て
府
内
に
育
児
院
を
設
置

こ
と
を
聞
い
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は

、
一
五
五
五
年
に

　
当
時

、
日
本
に
は

「
間
引
き
の
風
習

」
が
あ
る

彫
り
込
ま
れ
て
い
る

。

撃
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
ア
ル
メ
イ
ダ
の
決
断
は

　
異
様
と
も
い
え
る
日
本
の
文
化

（
風
習

）
に
衝

　
な
お

、
一
五
六
〇
年
七
月

、
ビ
オ
ラ
を
教
わ

っ

　
　
　

【
育
児
院
と
牛
乳
の
記
念
碑

】

劇
が
演
じ
ら
れ
た

」
と
あ
る

。

ス
に

、
府
内
の
教
会
で
信
者
た
ち
に
よ

っ
て
西
洋

　
碑
文
に
よ
る
と

、

「
一
五
六
〇
年
の
ク
リ
ス
マ

い
う

。

た
少
年
た
ち
が
宗
麟
の
前
で
演
奏
し
喜
ば
せ
た
と

❸
西
洋
劇
発
祥
記
念
碑

催
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

。

　
宣
教
師
の
指
導
の
も
と

、
劇
は
日
本
で
初
め
て

　
　
　

【
西
洋
劇
発
祥
記
念
碑

】
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【
大
友
宗
麟
の
像

】

友
人
で
あ
り

、
事
あ
る
毎
に
二
人
は
会

っ
て
話
を

　
こ
の
ア
ル
メ
イ
ダ
と
大
友
宗
麟
は
終
生
無
二
の

　
　
　

【
南
蛮
貿
易
場
阯
の
碑

】

宗
麟
の
力
が
大
き
か

っ
た
と
思
わ
れ
る

。

人
の
少
年
と
と
も
に
ロ
ー
マ
へ
派
遣
さ
れ
た
が

、

一
五
八
二
年
二
月

、
宗
麟
の
名
代
と
し
て
他
の
三

　
伊
東
マ
ン
シ

ョ
は
大
友
宗
麟
の
遠
縁
と
い
わ
れ

と
い
う

。

長
崎
公
園
の
平
和
記
念
像
で
知
ら
れ
る
北
村
西
望

き
た
む
ら
せ
い
ぼ
う

け
が
茶
色
の
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る

。
作
者
は

、

ル
メ
イ
ダ
の
胸
像

、
府
内
病
院
の
想
像
模
型
セ

ッ

ル
メ
イ
ダ
病
院
内
に
あ
る
大
分
医
師
会
館
に

、
ア

　
ア
ル
メ
イ
ダ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

、
現
在
の
ア

し
て
い
る

。

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
あ
ふ
れ
る
面
目
躍
如
の
見
識
と
い

た
大
友
宗
麟
は

、
戦
国
期
の
日
本
に
あ

っ
て

、
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
大
分
市
勢
家
神
宮
浦
公
園

た

。
こ
う
し
た
歴
史
の
舞
台
に
登
場
で
き
た
の
も

伊
東
マ
ン
シ

ョ
は
こ
の
四
少
年
の
首
席
使
節
だ

っ

　
当
時

、
海
は
こ
こ
神
宮
浦
公
園
の
す
ぐ
北
に
あ

を
見
て
い
る
雄
姿
あ
ふ
れ
る
銅
像
が
立

っ
て
い
る

。

が
左
手
で
太
刀
を
杖
の
よ
う
に
立
て

、
海
の
方
向

　
こ
の
小
さ
な
公
園
に

、
高
い
台
座
に
大
友
宗
麟

板
状
に
加
工
し
た
巨
大
な
碑
で
あ
る

。

　

「
南
蛮
貿
易
場
阯

」
の
碑
は
大
き
な
自
然
石
を

　
　
　

【
伊
東
マ
ン
シ

ョ
の
像

】

㊅
南
蛮
貿
易
場
阯
の
碑
と
大
友
宗
麟
の
像

京
あ
た
り
か
ら
も
駆
け
付
け
た
人
も
い
た
と
い
う

。

え
る

。
病
院
の
評
判
は
た
ち
ま
ち
広
ま
り

、
遠
く

　
こ
の
病
院
を
大
友
館
の
近
く
に
造
ら
せ
支
援
し

る
所
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る

。

タ
ン
ゆ
か
り
の
地
で

、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
名
を
い
た

分
と
行
動
を
絶
賛
し
て
い
る

。
九
州
で
は
キ
リ
シ

で

、
最
も
優
れ
た
宣
教
師
の
一
人

」
と

、
そ
の
天

ス
は

「
こ
の
四
十
年
間
に
日
本
へ
来
た
人
材
の
中

九
州
で
は
強
烈
な
足
跡
を
残
し
て
い
る

。
フ
ロ
イ

の
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
お
い
て

、
特
に
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遊
歩
公
園
の
中
で
は

、
伊
東
マ
ン
シ

ョ
の
像
だ

❻
伊
東
マ
ン
シ

ョ
の
像

き
る

。

あ
り

、
事
前
に
許
可
を
得
て
見
学
す
る
こ
と
が
で

ト

、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
生
涯
に
わ
た
る
資
料
等
々
が

棟
だ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

。

　
ア
ル
メ
イ
ダ
は
の
ち
に
宣
教
師
と
な
り

、
日
本



　第 ４９ 号 － ６／６

い
き
た
い
も
の
で
あ
る

。

学
生
に

、
こ
の
二
つ
の
像
の
意
味
合
い
を
伝
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
市

戦
国
日
本
と
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

ザ
ビ
エ
ル
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
正
勝

ザ
ビ
エ
ル
と
ヤ
ジ
ロ
ウ
の
旅
　
　
　
大
住
広
人

ザ
ビ
エ
ル
布
教
の
道
　
　
　
　
　
　
井
沢
元
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
ロ
・
フ
ィ
ス
テ
ル

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
歩
い
た
道

完
訳
フ
ロ
イ
ス
の

『
日
本
史

』
　
　
中
公
文
庫

参
考
文
献
等

駅
前
の
ビ
ル
は
ザ
ビ
エ
ル
城
を
模
し
た
と
い
わ
れ

「
Ｊ
Ｒ
お
お
い
た
シ
テ
ィ

」
が
オ
ー
プ
ン

。
北
口

　
平
成
二
十
七
年
春

、
新
装
な

っ
た
大
分
駅
ビ
ル

㊆
大
分
駅
北
口

（
府
内
中
央
口

）
広
場

に
帰

っ
て
き
た
大
友
宗
麟
の
像
と

、
こ
の
機
に
初

　
三
月
二
十
一
日

、
こ
の
北
口
広
場
で
久
し
振
り

る
デ
ザ
イ
ン
で
話
題
を
呼
ん
で
い
る

。

【 大 分 駅 ビ ル 「 Ｊ Ｒ お お い た シ テ ィ 」 （ 北 口 駅 前 ） 】

っ
た

。

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

。
特
に
今
後
は
小
・
中

仲
良
く
設
置
さ
れ

、
そ
の
歴
史
的
出
会
い
を
市
民

 
や

っ
と
同
じ
場
所
に
宗
麟
と
ザ
ビ
エ
ル
の
像
が

め
て
設
置
さ
れ
た
聖
ザ
ビ
エ
ル
像
の
除
幕
式
が
あ

　
　
　

【
復
帰
し
た
大
友
宗
麟
像

】

り

、
沖
ノ
浜
も
そ
の
先
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

。

各
史
跡
・
寺
社
等
の
由
来
書
き
・
案
内
書
等

府
内
か
ら
世
界
へ
大
友
宗
麟
　
　
　
大
分
市

　
　
　

【
新
設
さ
れ
た
ザ
ビ
エ
ル
像

】

【
新
設
ザ
ビ
エ
ル
像
と
パ
レ
ー

ド
の
子
供
ら

】
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